
　この計画に基づき、必要な機能を維持しつつ、
可能な限り次世代に負担を残さない効果的・効率
的な公共施設などのあり方を実現で
きるよう取り組みを進めていきます。
　計画の内容は、市公式ホームペー
ジ（右記ＱＲコード）で公開してい
ますのでご覧ください。
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平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
方

○
応
募
方
法
　「
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

お
よ
び
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
考
え
」

を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）

募集

老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
懇
話
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
30
年
度
～
32
年
度
）
に
反
映
し
て

い
く
た
め
、
策
定
懇
話
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

○
募
集
人
員
　
若
干
名

○
募
集
期
限
　
５
月
31
日
㈬
　
午
後
５
時

必
着

○
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
計
画
策
定
が
終

了
す
る
日
ま
で

○
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
（
住
民
登
録

済
み
）を
有
す
る
満
40
歳
以
上
の
方
で
、

 

市
で
は
、
第
２
次
中
野
市
差
別
撤
廃
・

人
権
擁
護
推
進
総
合
計
画
（
平
成
29
年
度

～
38
年
度
）
お
よ
び
第
３
次
中
野
市
男
女

共
同
参
画
計
画（
平
成
29
年
度
～
33
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護
推
進
総
合
計
画

は
、
差
別
の
な
い
明
る
い
中
野
市
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
男
女
共
同
参
画

計
画
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

的
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
　
策
定

に
先
立
ち
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
結
果
、
差
別
撤
廃
・
人
権
擁

護
推
進
総
合
計
画
に
つ
い
て
意
見
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

○
各
計
画
書
の
閲
覧
場
所
　
中
野
市
人
権

セ
ン
タ
ー
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
　

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
中
野
市
人
権

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
４
６
・
２
５
４
）

策定

差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護
推
進
総
合
計
画
お
よ
び

男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方

○
応
募
方
法
　「
私
の
考
え
る
中
野
市
の

図
書
館
に
つ
い
て
の
考
え
」
を
４
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
０
０
４
２

中
野
市
大
字
西
条
１
０
０
０
番
地

市
立
図
書
館

☎
�
５
８
４
１

市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

図
書
館
事
業
に
反
映
し
て
い
く
た
め
、
図

書
館
事
業
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議

す
る
中
野
市
立
図
書
館
協
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員
　
若
干
名

○
募
集
期
限
　
５
月
17
日
㈬
必
着

○
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間
（
任
期

中
、
数
回
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
）

○
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
（
住
民
登
録

済
み
）を
有
す
る
満
１８
歳
以
上
の
方
で
、

図
書
館
の
運
営
に
興
味
が
あ
り
、
平
日

募集

～中野市を へつなぐために～次世代
公共施設縮減目標 を目指して▲20％

策定 公共施設最適化計画を
策定しました

　昨年４月に定めた「中野市公共施設等総合管理
計画」において目標とした、平成 28 年度から 37
年度の間に延床面積ベースで公共施設を 20％削
減することに向けて、公共施設の具体的な再配置
を定める「中野市公共施設最適化計画」を本年４
月に策定しました。

問い合わせ先　
政策情報課行政管理係
☎（２２）２１１１（内線４０１）

▲ＱＲコード
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交通

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

交
通
安
全
運
動
推
進
の
基
本
方
針

　
交
通
事
故
の
な
い
「
安
全
で
快
適
な
交

通
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
「
交
通
死

亡
事
故
抑
止
」
を
重
点
課
題
に
交
通
安
全

運
動
を
市
民
総
ぐ
る
み
で
展
開
す
る
た

め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
交
通

安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
り
ま
す
。

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
平
岡
地
区
　
田た

な

か中
功い

さ
お

○
科
野
地
区
　
池い

け

だ田
哲て

つ

お夫

○
倭
地
区
　
佐さ

さ

き

々
木
優ま

さ
る

○
上
今
井
地
区
　
小こ

ば
や
し林

一か

ず

と人
（
再
任
）

○
豊
津
地
区
　
沼ぬ

ま

た田
隆り

ゅ
う
い
ち一

（
再
任
）

○
永
田
地
区
　
割わ

り

た田
恒つ

ね

お夫

任
期
　
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３２

年
３
月
３１
日
ま
で
の
３
年
間

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
５
）

年
間
重
点
事
項

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

『
思
い
や
り
　
乗
せ
て
信
濃
路
　
咲
く
笑
顔
』

　
市
で
は
、
街
頭
で
の
交
通
指
導
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
く
交
通
指
導
員
を
委
嘱
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
１０
人
の
交
通
指
導
員

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
区
の
交
通
指
導
員
（
敬
称
略
）

○
中
野
地
区
　
出で

が

わ川
茂し

げ

お夫
、
山や

ま
も
と本
浩ひ

ろ
ゆ
き之
、

小こ
ば
や
し林
静し

ず

お雄
（
再
任
）
、
牧ま

き

の野
武た

け
ひ
と仁

○
日
野
地
区
　
佐さ

と

う藤
正ま

さ

と人
（
再
任
）

○
延
徳
地
区
　
宮み

や
じ
ま島
包か

ね
よ
し義
（
再
任
）

○
平
野
地
区
　
小こ

ば
や
し林
尚な

お
か
ず和

○
高
丘
地
区
　
倉く

ら
し
ま島
昌ま

さ
の
り典

○
長
丘
地
区
　
小こ

ば
や
し林

和か
ず
あ
き明

平
成
２9
年
度
交
通
安
全
運
動

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
家
消
費

用
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
10
月
の
検
査
開
始
か

ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
、
給
食
用
食

材
を
含
め
、
１
４
４
７
件
検
査
し
、
そ
の

結
果
は
全
て
「
不
検
出
」
で
し
た
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
検
査
対
象
　
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
家
消

費
用
に
自
分
で
栽
培
し
た
食
材

※
販
売
目
的
の
食
材
は
除
き
ま
す
。

○
検
査
手
続
き
　
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
検
査
日
時
な
ど
を
打
ち
合

わ
せ
し
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
食
材
の
持
ち
込
み
方
法
や
提
出
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
検
査
場
所
　
豊
田
情
報

セ
ン
タ
ー
２
階
（
豊
田

支
所
隣
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

市
民
の
皆
さ
ん
が
栽
培
し
た
食
材
の

放
射
性
物
質
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

検査空間放射線量（１0月～３月）測定
結果 ～平常値の範囲内で推移しています～

測定場所 測定者 測定
回数

測定値
（μSｖ／ｈ）

市役所本庁舎（駐車場） 中野市 ６ 0.04 ～ 0.07

豊田支所（駐車場） 中野市 ６ 0.05 ～ 0.06

保育園、幼稚園
（市内 14 箇所：園庭） 中野市 ３ 0.03 ～ 0.09

小学校
（市内 11 箇所：グラウンド）中野市 ３ 0.03 ～ 0.08

中学校
（市内４箇所：グラウンド） 中野市 ３ 0.05 ～ 0.07

硲地区民間最終処分場
（場内および境界） 長野県 ２ 0.03 ～ 0.06

問い合わせ先
環境課環境係　☎（２２）２１１１（内線２４７）

　国際放射線防護委員会(ICRP)が200７年に示した
勧告では、自然放射線および医療目的の放射線を除き、
「一般公衆」が1年間に浴びてもよい被ばく限度量は
1mSv(ミリシーベルト)/年とされています。1時
間当たりの数値（測定値の単位）に換算すると、「0.19
μSv(マイクロシーベルト)/時間」となります。

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
な
ど
の
根
絶

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
通
学
路
安
全
確
保
と
歩
行
者
保
護
の
徹

底
○
交
通
事
故
多
発
箇
所
の
安
全
対
策

（
多
発
箇
所
は
次
㌻
参
照
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
５
）

交通

新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た

中
野
市
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
を


